
【「にきび」で使うお薬】

にきびは若い時には、進行を止めるだ

けで治ってしまうことが多いのですが、

年齢が増すにつれて、進行を食い止める

治療に加えて皮脂や膿などの内容物を排

出する治療が必要になります。

治療薬として、

1 .皮脂の分泌を抑制する治療には、

①ビタミン B2、 B6の内服②男性ホルモ

ンを抑制する薬の内服③漢方薬の内服な

どがあります。

2. ニキビ菌の感染に対しては、①抗

生物質の内服（ミノマイシン、クラリス

等）②抗生物質の外用薬塗布（アクアチ

ム、ダラシン Tゲル等）③消炎剤の外用

薬塗布（ベシカム、アンダーム等）があ

ります。

また、にきび後にしみが残ったり、陥

没が出来たりすることがあります。これ

は、加齢により、しみを追い出す力がな

くなったり、若い皮膚で壊された組織が

十分に埋まる前に治癒が完成し、結果的

に穴があいた状態になったためです。こ

のような治療にはトレチノインやピーリ

ングなどの治療がありますが、自由診療

になりますので、皮膚科の医師によくご

相談下さい。

にきび治療は時間を要するので、日常

生活での注意点を守り、治療を続けて下

さい。

（薬剤師白木善孝）

【にきびと食事】

にきびの主な原因に脂線（皮脂を分泌する

ところ）の機能冗進があります。にきびの悪

化因子にチョコレート、ココア、コーヒ一、

ナッツ、バタ一、チーズ、豚肉、ハム、ベ

ーコン、などの高脂肪、高炭水化物食品が

挙げられると云われていますが、医学的に

は因果関係が証明された物質はないとも云

われています。しかし皮脂は血中の炭水化

物より作られるため、特に正月のお餅や甘

いものを食べたあとなどに、にきびの悪化

を認めることは経験的にあるようです。

また、にきびの重症度や皮脂量と血中脂

質や中性脂肪、コレステロール値と相関

するという報告もないと云われています。

香辛料やコーヒ一、ピーナッツなどの影響

は考えにくいとしても脂質や炭水化物の摂

り過ぎは控えましょう。

従ってにきびに対する食事の原則は、一

般的に偏ることなくバランスよく摂取する

ことになります。年齢や体格、活動にあっ

た量を多種類の食品から摂りましょう。特

に不足しがちな乳製品は毎日摂取し、野菜

や海藻類は多めに摂り便秘予防をするなど、

規則正しい生活習慣やストレスの少ない生

活をすることがたいせつです。

（管理栄養士浅井和子）
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くす（樟）は常緑の広葉樹で、熊本城内に多く見ら
れます。種々の精油成分を含み、良い香りがします。
樟脳をはじめ色々な薬用成分が抽出されるなど有用な
薬用樹でもあります。また、くすし（薬師）とは、医
師のことを指し、くすしぶみ（薬師書）は医術に関す
る書物のことを言います。本紙はこのくすにあやかり、
健康な生活を送るために情報を提供します。
気楽に読んで健康を守りましょう。



診 療時間 8:30～17: 00 
（診療受付時間 s:30～11:00) 

ただし、急患はいつでも受診できます。

（診療科目）総合医療センター（総合診療科、血

液・腰原病内科、内分泌・代謝内科、腎臓内科、

神経内科、呼吸器科）、心臓血管センター（循環器科

、心臓血管外科）、消化器病センター（消化器科）、

救命救急センター、精神科、神経科、小児科、外科、

小児外科、整形外科、脳神経外科、皮膚科、泌尿

器科、産婦人科、感覚器センター（眼科、耳鼻咽喉

科）、気管食道科、 リハビリテーション科、放射線科、

麻酔科、歯科・口腔外科、人間ドリ、脳ドック

診療の特色：皮膚科

当科では、アトピー性

皮膚炎、湿疹、かぶれ、

水虫、とびひ、帯状植

疹、にきび、いぽとい

ったありふれたものか

ら、耳慣れない名前の

付いたものまで、皮膚

疾患全般を診ています。

さらに当院では軌急車の搬入が多いこともあって、

（骨や筋には至らない）皮膚表面の外傷の処置

や入院加療も皮膚科が行うことがあります。そ

の他、入院の上での腫揚切除や植皮術などの手

術も行っていますが、患者さまのニーズに応じて、

皮膚の良性腫療の切除術、陥入爪（まき爪）の

根治術などの日帰り手術も行っています。

【にきび（尋常性ざ宿）】

にきびの原因は大きくわけると 1）脂腺

（皮脂を分泌するところ）の機能克進、 2) 

毛穴がつまり易くなる状態、 3）毛穴での

炎症と考えられています。これらの原因に

は年齢（思春期になるとホルモンの影響で

皮脂の分泌が盛んになることなど）、体質、

体調（便秘、胃腸障害、月経不順）、生活習

慣（食事、睡眠、化粧、職業）、など色んな

要素が関係してきます。思春期のにきびは

個人差があり、軽い場合は気にする必要は

ありませんが、炎症が強く加わると跡が残

りますので、治療の対象になります。また、

大人になってから治りにくいにきびができ

ることがあります。これは、生活習慣が関

係していることや、女性で月経不順などを

伴うときには、婦人科疾患を考える必要が

あることもあります。

にきびの治療は、まずは規則正しい生活を

送ること。偏食や、寝不足、ストレスはに

きびを悪化させます。髪の毛があたったり、

気にしてさわったりといった刺激も悪化因

子になります。洗顔は 1日2回が基本で、

回数を増やすときは、洗い過ぎによる肌荒

れに気をつけて下さい。使うのは普通の

石けんで十分ですが、市販されているに

きび肌用の洗顔料を試してもいいでしょう。

ただし、反対に肌があれることもあり、

調子が悪いなと思ったら、使い続けない

ようにしましょう。

化粧は、しないほうがよいですが、す

る場合は、ポイントメイクだけにしたり、

ファンデーションを使うときはにきびの

できにくいものを選んだり、洗顔時に洗

い残しがないように気をつけたりすると

よいでしょう。

これらのことに気をつけても治りにくい

とき、炎症が強い時などは皮膚科にみせ

て下さい。

皮膚科での治療は、抗炎症剤や抗菌剤

などの外用、ビタミン剤、抗菌剤、場合

によっては漢方薬などの内服治療などが

あります。

（皮膚科医師 横山員為子）
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